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　私が中野渡先生を存じあげましたのは，昭和31年頃だったかと思います。そ
の頃，学生部委員会が開かれている大学院第一会議室に学生部長を訪ねて来ら
れ，何回かお取次ぎしたことから，その方が中野渡先生で，面会の用事は学生
相談室設置の要望だということを知りました。御要望は当時その時機になかっ
たのかとりあげられず先生はきっとがっかりなさってたことと思います。とこ
ろがその後数年の間に様々な問題が起り学生部内で学生相談室設置の検討が急
速に進み，昭和34年4月に実現を見ることになりました。中野渡先生は松山先
生（当時学生部委員）を中心とする学生部内の学生相談室開設準備担当の方々
の助言者として協力されました。爾来長きに亘り学生相談室の軸的存在として
活動を支えて来られました。昨年，初代の学生相談員長の任命をお受けになら
れた時は感無量の思いであられたことと思います。昭和34年1月，私は和泉校
舎勤務となり学生相談室係として先生の御指導を受けることになりました。先
生は4月の開設までに教育するお役目から何回となく時間をおと’りになり，カ
ウソセリソグのことはもちろん，その外必要な事柄について特訓をして下さい
ました。その最初の時，先生が先ず私に問われたことは，私自身の学生観や職
業観担当者になったことの感想や覚悟等のことでした。学生相談室の仕事を
する者として自己への問いかけと事実の認識の大切さということを解らせて下
さったのだと今もそのことを心に銘じ感謝いたしております。
　学生相談室で接する日頃の先生は，弱者へのいたわりと苦悩する者への共感
のお姿であり学生への慈愛に満ちておりました。また寄り合い世帯のような学
生相談室関係者の間にあって和を計るために絶えず気配りをなさり誰もが動き
易いようにと願っていらっしゃいました。今振り返ってみますと，そのような
先生の社会観，人間観に基づく実践の毎日は先生御自身のお体に影響を与えて
いたのではないでしょうか。
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　昭和39年の東京オリンピックの開幕の日先生は入院先の厚生年金病院の外来
の待合室で仁藤安子さんと私と一緒にテレビで開会式を観られてました。華や
かな入場パレードに目はいっているのに私（多分仁藤さんも）は先生の御様子
が気になってなりませんでした。先生のお姿に病と闘う苦悩がありありと見ら
れたのでした。先生は相談員になられてから暫くたって健康を損われ，入院さ
れる前の御様子は大変辛そうで一杯のうどんを召し上るのに途中でソファーに
横になられることも屡々ありました。そんな御自身に大変自信をなくされてい
るようにお見受けしたので，私も藁をも掴む気持ちで友人の鍼灸師の所へ御案
内したところ，友人から「先生大丈夫ですよ助かりますよ」と励まされた時は心
底，ほっとされたようでした。そしてその後の健康回復への先生の取組みには
目を見張るものがありましたp後々，「あの時の言葉（友人の言っナ『こと）が
私を救ってくれた」と何回も話され，それをうかがう私はその度に当時の先生
の病の大きさと苦しみに思いを至さずにはいられませんでした。それ程の心身
をさいなまれた辛い時期を乗り切られた先生は，健康が回復されると外国に，
国内に東奔西走，研究や調査に張り切っての生活が続いていられました。お土
産話は学識とユーモアに温れ，聴く老の胸を躍らせ興奮を誘うものでした。ブ
ラジルの農園，チチカカ湖の哀愁，北京の歴史，大同の石仏，スイスでの入院
体験等々数々のお話が思い出されます。少し猫背になさり行きつ戻2つ，時折
眼鏡の下で上目使いになさり興が乗ると側に寄って来られ大きな声を出され
る。今もそのお姿とお声が浮かんで参ります。今年はまた中国を訪問される御
予定でした。ところが先生は何か不安を感じられてたの1でしょうか「ところで
私一，中国へ行けますかね一」と自問なさるかのように言われることが何回も
ありました。最近はいつも疲れていられる御様子で心配いたしており．ました。
もっと強く休養されるよう申し上げるべきだったと悔やまれてなりません。何
か心の奥底でじっと耐えていらっしゃってたようなその頃の先生の心中をお察
し申しあげるとき私は胸にこみ上げて来るものを押さえることが出来ません。
今は唯安らかな眠りと御冥福を祈るばかりでございます。
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